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失われた楽園を求めて

I序曲』成立に至る道のり

1.革命をめぐって

フランス革命』ーそれは政治史的に見れば、イギリス

の清教徒革命lζ遅れる乙と約 150年lとして、ょうやくフ

ランスに市民社会を成立させた革命であった。 にもかか

わらず、乙の革命が当時のイギリスの思想界iζ及ぼした

影響は計り知れず、ある意味でその精神的な影響力の強

さはフランス国内以上であったと言えるかもしれない。

というのも、エイブラムズの指摘によれば、フランスと

イギリスで、は革命に対する反応の仕方に顕著な違いがみ

られるからである。(1)当時、大抵のフランスの革命思想

家は無神論者か懐疑論者であった。彼らは仏革命を、啓

蒙思想の合理主義的立場から科学的にとらえようとして

いた。乙れに対し、イギリスの革命賛同者の大部分は非

国教徒のプロテスタントであった。彼らは、清教徒革命

当時ミノレトンに千壊される急進派のビュータリンが抱い

た至福千年説を継承し、それをフランス革命にあてはめ

た。つまり彼らはフランス革命に、ユートピアの現出を

見たので、ある。

ブレイク、サウジ一、コーノレリッジ、シエリーらのイギ

リスロマン派の詩人たちも、それぞれ異なった宗教的信

条をもちながら、仏革命iζ対する乙のヴィジョンを共有

していた。勿論ワーズワースもその例外ではなかった。

179昨夏、バスチーユ陥落のちょうど 1年後K渡仏した

ワーズワースは、後に『序曲Jの中で当時のフランスに

ついて次のように言う。

だがそれはヨーロッパが喜びにわきかえっていた時

期だった。/フランス革命は黄金期の絶頂にあり、/

人間性はもう一度生まれかわるかに思われた。

(百.352 -54) 

翌年、再びフランスに渡った時も、初めの内は同様の

印象を抱いていたようだ。

特別iζ恵まれた地域だ貯でなく、地上全体が、/明

るい未来の希望の美しさをまとっていた。/それは、

道家英穂

楽園の木陰でなら/きっと感じられるに違いないイメ

ージで言えば、/満聞のパラの上花、乙れから咲乙う

とするパラのつぼみを添える美しさであった。

(x. 701 -5) 

『追遥』においてもワーズワースは、登場人物の一人

である「孤独者JIC、フランス革命勃発について次のよ

うに語らせている。

私は栄光を見た/一一今だかつて見られたあらゆる

栄光をしのぐ栄光を、/心を舷ませる天と地との無限

の混合を。

私は歌った、サターンによる統治が回復され、/黄

金時代の申し子が下り来て、人類を祝福する乙とを許
(2) 

されたのを。

(m. 719 -21 

755 -58) 

革命は黄金時代の再来であった。想像力によって詩人

達が思い描いた理想郷が、 「ユートピア一一即ち地下の

国や/ど乙か知らない秘密の島ーではなく/我々皆の

住処であるまさに乙の世界J (r序曲JX. 723-26) 

において、たちまちの内iと実現されていくようだった。

だがそれは幻想だった。革命は彼の期待とは全く逆の

方向へ進んで、いく。 1792年9月iとは、パリで数千人が殺

される虐殺事件が起きた。また翌年には英仏間で‘戦争が

始まり、それは彼の祖国愛を著しく傷つけ、彼を精神的
{3l 

な国籍不明者にしてしまう。 依然として革命の終極i乙

希望を抱いていたワーズワースは、フランスの勝利を願

ったのである。ととろがそのフランスでは、ロベスピエ

ールが現われ恐怖政治が始まる。ロベスピエールが死ん

だ時、ワーズワースは乙れで再び黄金時代が到来するか

のように思うが、それも錯覚にすぎなかった。恐怖政治

は終わったものの、フランスはすでに他国への侵略を開

始していたのである。精神のよりどとろを求めて、彼は

ゴドウィンの理性万能主義にすがりつくが、冷徹な理性
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のナイフをもって人聞の心の奥底を暴乙うとした結果、

自我喪失の危機に陥ってしまったのだった口 ( r序曲』
第10巻)
乙の精神的危機から彼を救ったのは妹ドロシーと自然

であった。その後、彼が詩人としての想像力を回復して

いく過程は、 f序曲』第12巻に詳しい。革命iζ絶望した

ワーズワースはやがて素朴な生活を営む田舎の人々に自

を向けるようになり、そ乙iと人間としての基本的な価値

や尊厳、偉大さを認めるようになる。

外面的には、見かけの上で全く粗野な人であって弘

/その内面では、どんなにか頻繁に、気高い祈りがな

されている乙とか。/それは黄金ではなやかに飾られ

た寺院ではなく、/素朴な信徒を日ざしゃにわか雨か

ら守ってくれる/山の礼拝堂K似ている。/r乙うい
う乙とを詩の主題にしよう」と私は考えた。

(226 -31 ) 

素朴な人乙そ気高いという彼の主張は、それがどとま

で正しいかという乙とはともかく、階級制度に根付いた

それまでの社会的な固定観念を覆すものであった。ワー

ズワースは、今まで人が気づかなかった乙とに気づいた

という点において、控めな表現ながら自分が預言者とし

ての詩人である乙とを宣言するに至る (298ー312)。逆

説的だが、彼は因襲的な価値観lと逆らって、特権のない

人々に人間の崇高さを見出したが故化、自分iと天才詩人

としての「特権J(309)があると考えたのである。乙ζK

至って議論の焦点は、田舎の人々の心から詩人の心へ、

観察の対象から観察者自身へと移っていく。素朴な人間

の偉大さ、自然の神聖さは、見る目を持った者が見た時

にのみ(if we have eyes to see， 1.282 )認められる

のだ。さらに「外的環境や自に見える形態の/美しい装

いは/人の心に心地よいように/情熱が作り出すものな

のだJと彼は感じ始める (286-89)0 r叙情小曲集序
文』の中で彼は次のように言っている。 r乙れらの詩に
おいて目ざした主な目的は、平凡な生活から事件や情況

を選ぶ乙とであり、……同時に、それらの上に想像力に

よるある色づけを施すととであった。そうすると普通の

事物が人の心に非日常的な様相を呈するはずである。j4l

かつてワーズワースは、革命iζよって世界が彼の思い描

いた理想の姿iζ実際iζ変わるものと期待した。今彼は、

外界を認識する際iζ想像力が働けば、日常の世界が非日

常的な世界lζ変貌するととに気付いたのである。 r今で
もよく覚えているが、/乙の時期、私は毎日の生活の姿

の中正、/新しい世界が見えてきたような/気がしたJ
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と彼は言う(r序曲』溜.368 -71)。その新しい世界
とは「見られる対象と見ているまなざしとのJ(379)即

ち「内面と外面からの/高めあう相互作用J(376ー77)

の産物K他ならなかった。

2. r隠遁者』の趣旨書

1798年の初め、ワーズワースはコールリッジの勧めで、

『隠遁者』という題の大哲学詩を書乙うと決意する。そ

れは余りにも壮大な計画であったため、結局彼はそのわ

ずかな部分しか書き上げる乙とができなかった。しかし
(5) 

彼は、 『隠遁者』のrr趣旨書』とでも言うべきものJ
と自ら呼んだ100行余りの韻文を残しており、乙れにより

我々は、ワーズワースが『隠遁者』においていかなる乙

とを企てていたかを手短かに知る ζとができるのであ

る (6)

真理と、偉大さと、美と、愛と、希望、/そして信

仰によって抑制された憂欝な恐れについて、/苦悩の

内にある祝福された慰謝について、……/私は歌う。

「数は少なくともふさわしき聴衆を見出させよ/J

そのようにかの「詩人Jは、 (実際iとは願った以上

の聴衆を得たのだが)聖なる気分の内に祈った。/ウ

ラニアよ、私はおまえの導きを必要としよう、/ある

いはもっと偉大な詩神の導きを。もしそのような神が

/地上に下るか、あるいは至高天に住むのなら//何

故なら私は陰深い地を踏み、深く沈んでゆかねばなら

ず、/そして高く舞い上がり、/天の天さえヴェール

にすぎぬ世界で呼吸しなければならなし、からだ。

( 14 -30) 

かの「詩人」とはミルトンの乙とである。ワーズワー

スは『趣旨書』を書くにあたって『失楽園』を強く意識
インずオ

しており、特にその 1、3、7、9巻にある「詩神への
ケーシヨン

呼びかけ」のエコーが『趣旨書』の至ると乙ろに見られ
(7) 
る。 r失楽園』第1巻の冒頭で、天のミューズに対し、
「人聞の最初の叛逆Jについて、また乙の世に死と苦悩

とをもたらしエデン喪失の原因となった「あの禁断の/

木の実jについて歌うよう呼びかけたミルトンは、第3

巻で次のように言う。 r私は『混沌』と『永却の夜』に
ついて歌ってきた。/困難を極めながらも、/敢えて暗

黒に下り、再び上昇する乙とを/天のミューズに教えら

れてJ (18 -21 )。 第 7巻にいくと今度はウラニアiζ

呼びかける。 r汝iと導かれて、/私は地上からの客人と
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して、/大胆にも天の天まで昇り、汝によって和らげら

れた/空霊な大気を吸ってきたJ(12-15)。 彼はまたウ

ラニアに対し、 「たとえ僅かといえどもふさわしい聴衆

を与え給えJ(31)と祈っTこ。彼の詩は「未だいかなる詩

文においても試みられたととのない事柄J(1. 16)を歌

う「冒険にも等しい大胆な歌J(I. 13)だからであるo

ミノレトンは、ホメロスやヴェノレギリウスの叙事詩の主題、

即ち「戦いー今まで唯一、英雄的であると/みなされ

てきた主題J(OC.28-29)が、それに「劣るど乙ろか/

むしろさらに英雄的な主題J(OC.13ー14)であるキリス

ト教叙事詩の新しい「大いなる主題J(h 24)にとって

代わられるべき乙とを主張したのである。

ワーズワースの『趣旨書』は、乙のミノレトンのキリス

ト教叙事詩に匹敵し、さらにそれをも陵駕するような全

く新しい詩を彼が書乙うとしたことを示している。ワー

ズワースの言うと乙ろに従えば、彼の詩の世界の広さは

ミルトン以上なのだ。彼もまた深く下降せねばならず、

その上で今度はミノレトンの「天の天」さえヴェールに過

ぎないような所まで昇らねばならないというのだから。

それ故、彼もウラニアか、もしくはさらに偉大な詩神の

導きを必要とするのである。

「乙れまでに人閣の形をとった/…ーあらゆる力、あ

らゆる恐怖のそばを、/雷鳴をとどろかせ、声高く叫ぶ

天使の合唱隊に固まれ、/至高天の玉座に座し給うエホ

ヴァのそばをも、/恐れることなく私は通りすぎるJ(31

-35)と彼は言う。というのも彼の詩の領域は.さらにい

っそう恐ろしいと乙ろなのである。

混沌も、/暗黒界の最下部の最も暗い奈落も、/夢

の助けで掬いとられた、さらに真暗ないかなる虚空も、

/我々の心、人閣の心をのぞきこむ時、/しばしば我

々に襲いかかる/あの恐怖と畏怖を生みだすととはで

きない。/人聞の心こそ私の関心事で、あり、私の歌の

主要な領域なのだ。

(35 -41 J 

しかし、乙のように述べながら、実際に彼が目指した

のは、心の中の内なる地獄の世界を探ることではなかっ

た。

楽園、極楽の森、/昔大西洋のただ中にあると言わ

れた/幸福の野辺ーーなにゆえそういうものは、遠い

いにしえの単なる歴史的事実か、/決っして実在しな

かったただの作り話でなくてはならぬのか。/という

のも人閣の、ものを認識する知性が、/愛と聖なる情

熱iζよって、/もしこの美わしい世界と結ぼれたら、

/乙れらの国が日常の中にたやすく産み出される乙と

がわかるだろうから。

(44 --55 ) 

心の中をのぞ、き乙む乙とは恐ろしい。かつて彼は、ゴ

ド・ウィン的理性をもって心の内面を探ろうとしたために

危うく精神の破誠を招きそうになっ7こ。だがもし心が外

界の美しい世界と結び、ついたなら、楽園はもはや遠い昔

の話でも単なる虚構でもなく、日常の日々の内に現出す

るだろうo ヨハネ黙示録を連想させる婚姻のイメージを

もって彼は乙の主観と客観の結合を讃え、個人の心と外

側の世界がいかに似つかわしいとりあわせであるかを主

張して次のように結論づ貯る。

そして両者が相混じり合う力をもって成し逐げる/

「創造J(それ以下の名でとの乙とを呼ぷ乙とができ

ょうか)/ー乙れ乙そ我々の気高い主題なのだ。

(69 -71) 

心の内面と外界とを結合させる乙とによって日常の世

界に楽園を産み出すとと、それがミノレトンの「大いなる

主題」にとって代わるべきワーズワースの「気高い主題J

なのであった。

3. rグラスミアに住まいて』

『隠、遁者』の第 1巻として書かれたのが、 『グラスミ

アiと住まいてj (“Home at Grasme日"，1800年)であ

る。乙の作品でワーズワースは、日常の世界に実現され

た楽園のパノラマを描乙うとしている。 1799年12月に移

り住んだグラスミアは、彼にとって「霊妙な天Jの「地

上における反映J (earth1y counterpart ) (641 -42) 

であり、天上の至福が彼iとは与えられていた。

遥かなる思いは、/天国のしかるべきところより呼

び寄せられ、/あまねく授げられた至福は、一人の主・

人を見出した。その主人とは私の乙となのだ。/乙の

喜びの主は地上花、/そして我が胸の内iζ住み給うj81

彼iとはドロシーがついていた。 iど乙でも私の足の向

くと乙ろには、妹の声が姿の見えぬ鳥の歌声のように聞

乙えていた..J(90 --91)と彼は言う。彼は妹と自分を乙

の谷の湖i乙逗留する一対の白鳥にたとえているo i彼ら

の境遇は私達そっくりだ、/…・・彼らもつがい、/そし
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て私達も彼ら同様、孤独な二人組なのだ、J(252ァ 55)。

しかし二人きりではあっても、彼らはあらゆる自然の恵

みに恵まれていた。

私達は何を欠いていよう。私達はもっていないだろ

うか、かれる乙とのない小川を、/暖かい森を、陽当

たりのよい丘を、さわやかな緑の野原を、/それに劣

らず青々とした山を、そして羊の群れ、牛の群れを、

/たくさんの小鳥がさえずる茂みを、/風格のある鳥

の声を、……/……そして空の静寂を?/みんな私達

はもっている。

(126 -34) 

乙のように二人は楽園に住むアダムとイヴを訪梯させ

るわワーズワース兄妹が乙の地にやってきた時、グラス

ミアはエデンとは異なり厳しい真冬の季節だった。だが

寒々とした冬の自然でさえ二人を暖かく迎える。

冬枯れの木々も、/凍てついた小川も、私達が通る

時、問いかけてくるように見え7こ。 /rど乙からきた
の?何をしに?Jと彼らは言ったようだった。 /i乙

れからどうするの?Jにわか雨は言った、 「気ままな

旅人さん達、私の薄暗い領域を通ってと、乙i乙向かうの

? J /日光は言った、 「愉快にやり給え。」

(165 -70) 
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彼はまた「ある一つの感覚Jが谷全体を統一し、自足
させているのに気づいている口

他のし、かなる所でも、乙乙にあるような/ある一つ

の感覚を見出す乙とはできない(それともただの空想

だろうか?)/……それは、名付貯る乙とはできない

が、/壮厳な感覚であり、美の感覚であり、 JL.休らぐ

感覚であり、/地と天が融け合った神聖さの感覚であ

り、/そして乙の一つの場所を、/乙の多くの人が住

む小さな住処を、/一つの終着点、ある最終的な隠れ

場所、ある中心、 H ・.../他i乙依存せず、欠陥もなく、

/それ自身で成りたち、自足している、ある全体、/

完全な充足、全くの統一体、そういったものにしてい

る何物かの感覚なのだ。

(136 -51 ) 

彼は乙の感覚をグラスミア以外のどとにも見出せない

と言う。しかしそれは当然の乙とながらグラスミアの自

然の中lζ客観的に存在しているのではなく、その自然を

認識している彼の主観の内に存在しているのである。つ

まり彼の主観においてはじめて谷は統一され、完結した

世界を形成するのであるo

ともあれ彼は、グラスミアの日常的世界K一つの楽園

を見出した。従って彼は、「あらゆるアルカテ、ィアの夢、
とんじき ・

/黄金時代のあらゆる金色の空想J(625 -26) を捨て

去るのである。←「我々は自分自身の内iζ/きょうの日を

乙の土地での恵みの豊かさはエデンをさえしのぐ、と 喜びで満たすのに十分なものを持っているJ(649 -50) 

ワーズワースは主張している(103-9)。 と彼は言う。そして彼は自分iζ 「ある内なる光明J(675)、

しかしながらグラスミアは何か特別の場所であるわけ 「今だかつて誰とも分かちあった乙とのない、内に秘め

ではない。そ乙の住民は「利己心、ねたみ、復讐心、/ た何物かJ(687)が授けられていると告白するo r私は
近所との折り合いの悪さ……/乙びへつらいとふた心、 それを伝えたい、私はそれを広めたい、/大きく、そし

争いと不正lζ関して、/他の土地の人とほとんど変わら て来たるべき時代にいつまでも残るようにJ(690 -91)。

ない，J(354 -57)。にもかかわらず、 「私がより多く それゆえ彼は伝統的なタイプの叙事詩に別れを告げる。

のものを見れば見る程、より多くの喜びを/私の心は受 「では戦士の策略よさらば、さらば……ミューズの息吹

ける。あるいは内省によって産み出しうるのだ、J(498 で英雄的ならつばを/吹き鳴らす乙との望みよJ(745 

-99)と彼は言う。実のと乙ろワーズワースの思いの方 -50)。それならば、乙れらの叙事詩の主題にとってか

がグラスミアの風景に投影され、ある色づけを施してい わるべき新たな「主題とは何だろう?J(753)。その答え

るのだ。 は他ならぬあの『趣旨書j(MS. B)だった。ワーズワ

ースは『趣旨書』の詩行でもってこの詩を閉じるのであ

喜びが広がり、悲しみがほがる。そして乙の谷全体 る。

が、/無学な羊飼たちの住処のままでありながら、/ もともと『グラスミアK住まいて』は『趣旨書』の「気

感情lζ充ちあふれる。ちょうど陽光の輝きや、/影や 高い主題jを展開すべく書かれた詩であった。ところが

そよ風、香りや音に充ちあふれているように。 ジョナサン・ワーズワースによれば、作者は乙の詩にお

(445 -48) いて自分の目的を逐げる乙とができなかったので、 1806

年の夏、その末尾花『趣旨書』を連結させたという乙と



「現在の喜びを詩の題材iζするのに/慣れていないJ

(55-56 )ワーズワースであるが、 「喜ばしき序言J(V.II.

4)と後花自ら名付けた『序曲』冒頭の64行に関して

は、 「自分の魂を整った調べ、にのせて…・・吐露したJ(1. 

57)のであり、「詩的な韻律が/自然に湧き出てき
号ヤ ω 

たJ(L 60 -61)のだと百つ。 本当iと彼が乙の箇所

を、外を歩いている時に即興で作ったのかどうかはわか

らないが、 「喜ばしき序言Jが現在の讃美であることは

確かである。だがそれは「深いが/束の聞の心の叫び」

〈四.5 -6)であり、乙れから書き始められる「輝や

かしい/作品J(1. 86 --87)の「預言J(1. 60) Iζ 

引用箇所の終わりの5行は『失楽園』の結びの数行を 過ぎない。インスピレーションは受砂たものの、それは

下敷きにしている。 r彼らの白からはおのずから涙が乙 「自身の造化の営みをかき乱しJてしまったので、あって、

ぽれ落ちた。だがすぐにそれを拭った。/世界が、安住 まだ完全な詩作品へと結晶化するまでには至っていない

の地を求め選ぶべき世界が、/彼らの眼前に広々と横た のである。

わっていた。そして摂理が彼らの導き手であっ7こo /ニ ヮーズワースは彼の「気ままな旅J(114) の話を続

人は手に手をとって、さすらいの足どりもゆるやかに、 ける。それは隠やかな秋の午後だった。樫の木立の中に

エデンを通って寂しい道をたどっていったJ(Xll. 645ー 寝そべり、そとで乙れから「とある美しい谷J(82)即
49)。 ヮーズワースは自分自身をアダムとイヴに対照さ ちグラスミアiζ行乙うと思いたつ0(12) r暖かい大地の/
せているのである。 r失楽園』の最後ではアダムとイヴ 感触J~L心からくつろぎを覚えて、彼は何も見ず、何も

がエデンから追放されるのに対し、 『序曲』の冒頭では 聞かなかったが、ただ時たま「樫の木立のあち乙ちで/

ワーズワースが牢獄の知き都市から解放される。その都 ……どんぐりが木から音をたてて、/それもはっとする
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(9) 
である。 rグラスミアに住まいて』では、主観的な感
覚が客体を統一し、一つの完結した世界を形作るという、

ワーズワースの認識論は読みとれる。だが『序曲』の有

名な場面と比較すればわかるように、具体的な情景描写

となると、その日常性が強調されすぎて詩的な世界にま

で高められず、平俗なものに終わってしまっているので

ある。 r内なる光明Jをもっているというワーズワースの
主張にもかかわらず、彼はそれをグラスミアの描写の中

K十分反映させる乙とができなかったのだ。

t
'
l
 

4. r序曲Jの成立

『グラスミアiζ住まいて』と『序曲』の大きな違いiえ

前者が現在のととを歌っているのに対し、後者は詩人の

過去の経験を扱っているという点にあるo ワーズワース

がどのようないきさつで過去に題材を求めるに至ったか

という乙とについては『序曲』第1巻冒頭300行余りの

導入部に述べられている。

『序曲』はまず現在を讃美する ζとから始まる。

ああ、乙の優しいそよ風iとは祝福がある、/それは

緑の野から、雲から、そして空から/吹いてくる。私

の頬iと吹きつけては、/自分の与える喜びに、なかば

気づいているようだ。/おお、ょう乙そ使者よ/ょう

乙そ友よ//長い間閉じ込められてきた、牢獄iζ も等

しい/あの都市の城壁から解放され、束縛された家か

ら/出てきた捕われ人、その私がおまえを迎える。/

今や私は自由なのだ、……/大地は私の眼前に広々と

横たわっているー胸は喜びiζ満ち、/自由に怖けづ

いたりせずに、/私はあたりを見回す。たとえ私が選

ぶ導き手が/流れる雲に過ぎなくとも、/道iζ迷う乙

となどありえない。

(1. 19) 
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市とは、ロンドンとも、また前年(17犯年)の冬物お

過ごしたドイツのゴスラーを指すとも言われているが、:

同時に、比論的iζ精神の閉塞状態をも指しているに違い

ない040

さて冒頭の「優しいそよ風Jは、 「天の息吹きJとし

てワーズワースの想像力を刺激し、彼は自分の心の中に

それに「呼応する創造的なそよ風J即ち、詩的霊感がわ

き起乙るのを感じる。

……今乙の時、/私の喜びを聖なるものに高める賜

物が授けられたo /というのはあの心地よい天の息吹

きが/私の体に吹きつけるにつれ、私の内面iと/それ

に呼応するなどやかな創造的そよ風、/生気あふれる

風が感じられたように思うのだ。/その風は、自ら作

りなした事物の上をそっと吹きぬけ、やがて嵐となり、

/ありあまるエネルギーとなって、/自身の造化の嘗

みをかき乱した。それは湧き起乙るのが/はっきりわ

かる力であり、/長く閉ざしていた霜をっき破り、/

春の間近いととを知らせる嵐であり、/活気あふれる

日々の希望、……/音楽と詩歌iζ恵まれた聖なる生活

をもたらすものなのだ。

( 54-39) 



詔白音をたてて落ちJるのだけが聞とえてきたという

(89-M)。樫の木とどんぐ、りとは伝統的に黄金時代の
(13) 

ジンボルとしてしばしば用いられる。 つまりと乙では、

エデンを追われたアダムとイヴとは逆に、ワーズワース

が楽園iと足を踏み入れたととが暗示されているのである。

彼が再び起き上がって目的地の谷に向かつて歩き始め

たのは、もう太陽が地平線iとかかりかけた時分だった。

歩いていると、再び霊感が訪れ、自己の内なるイオリア

琴(それはロマン派における詩的創造のシンボルであ

る)凶が共鳴し始めるのを彼は感ずる。だが一一

……琴は/すぐに奪いとられ、たくさんの音が束に

なった/ハーモニーも、ほつれてちりぢりとなり、/

ついには全く消え去ってしまっTこ口「それでいいのだJ

/私は言った。 I今の喜び以外iζ何か別の乙とを考え

るのは、/きょうの自に対する冒漬になる。J/そう言

って、まるで農夫のように、私は夕陽の照らす中、/

道をたどっていった。もうその時の安息日のような安

らぎに、/つらい仕事の足かせをかけようとは/思わ

なかっ7こ。言葉を尽くす必要など、どとにあろう。

(104 -13) 

乙乙では霊感は湧いたものの、作品創造への意欲がそ

の場の喜びiζ負けて雲散霧消してしまったのである。

さて、束縛の都市から美しい谷に向かう乙の楽しし、旅

を経験した後、ワーズワースには詩に対する倉IJf乍意欲が

湧いてくる。だが彼は、インスピレーションがひらめい

てもそれを捕えることができず、また逆に感情がほとば

しり出てもそれを抑制して詩の形K定着させる乙とがで

きない(116-56)。そ乙で彼はまず自分に偉大な作品を

書くだけの能力があるか自問するが、その点については

すぐに自信を抱く。次iと詩の主題を決めようとするが、

なかなか「全くの確信をもってJ(173)一つにしぼる乙

とができないのである。乙乙でワーズワースが直面した

困難は、彼の時代そのものがもっていた困難であった口

というのは、その時代にはもはやミルトンが『失楽園』

を書くにあたって典拠としたような権威ある神話が存在

しなくなっていたからである。ポープの時代iとはすでに

神話はリアリティーを失っていたと、ウィレーは指摘し

ている。回ロマン派にあっても、確かに、ンエリーやキー

ツは神話の題材を用いた。しかしそれは自己の詩的世界

を構築するための枠組として用いたに過ぎなかった。主

題の選択に悩むワーズワースは、ミルトンが計画はした

ものの実際iζは作品化しなかったブリトン民族の物語や、

スベンサー流のロマンス、その他いくつかの歴史的・伝
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説的物語のテーマを思い浮かべる。が、乙れら物語詩の

主題はいずれも彼にとって満足のゆくものではなかった。

そして彼は最後に、全然別の主題iζ思いあたる。

そして最後の望み、/私の最後の、大好きな憧れの

テーマo /日々の生活を大切にしながら、/人聞の心

の最も奥深いと乙ろから起乙る/情熱的な膜想を伴っ

た/真実を歌う哲学詩、オルフェウスの竪琴iともふさ

わしい/思索iζ富んだ不滅の詩へと私の思いはひきつ

けられるのだ。

(228ー 34) 

それは彼が Ir隠遁者』の趣旨書」で主張したテーマ
であった。だが「日々の生活Jと「人聞の心の深淵から

起きる膜想」とを結び、つけた「哲学詩」を作るというの

は大変困難な企てであった。すでに述べたように、 『グ

ラスミアに住まいて』ではそれに失敗している。 I乙の

恐ろしい重荷から、私は即座iζ/逃れてしまうJ (r序

曲J1. 235 -36 )と彼は言う。偉大な詩を書くだけの

能力が自分iζ備わっている乙とを確信していたにもかか

わらず、乙乙で彼の創造力は「全くの無気力状態J

blank reserve， 249)に陥ってしまうのである。 r私
はしりどみし、うなだれ、いたず‘らに当惑ばかりするの

はやめて、/無為の内にやすらぎを求め、/空しく自分

の墓へと旅をしてゆくのだJ(267 -69)口その時、 突

然、故郷のダーウェント川の思い出がよみがえり、彼は

乙の無力感から救済される。

乙の時のためだったのか、/あらゆる川の中で最も

美しいあの川が、/私の乳母の子守歌lζ、せせらぎの

音を織りまぜ、/はんの木の木陰や岩間の滝から、/

浅瀬や川洲から、私の夢の中を流れる声を/送ってよ

乙したのは。乙のためだったのか、/おお、ダーウェ

ントよ、わが「懐かしの生家Jのそばの/緑地を流れ

ゆく、汝、美しき流れよ、/おまえが、夜となく昼と

なく、絶えず音楽を奏でては、/そのしっかりとした

リズムで、/我々人聞の気紛れを和らげ、私の心を/

幼な子以上の柔軟さに仕立てあげ、/人間のいらだた

しい住処にあって、/自縦三丘や森の中で呼吸する/静

貯さのきざしかすかな前兆を、私に与えてくれたのは。

( 271-85 ) 

とれを境iと、彼の叙述は自身の幼年時代へ飛び、はじ

めて乙の『序曲』と呼ばれる詩は大きく流れ始めるので

ある。それはプルーストのプチ・マドレーヌにも匹敵す
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る文学史上の一大事件であったD ただワーズワース自身

は、自伝的回想という全く個人的な題材をとりあげた乙

とに関 L~ r私が乙の作品を書き始めたのは、もっと困
難な主題iととりくむ心構えができておらず、自分自身の

力に自信がなかったからですJ と友人あての手紙の中
(1司

で謙遜しているo しかし幼年時代に回帰する乙とによ

って、彼は自分が陥っていたジレンマを乙とどとく解消

したので、ある。というのはこれから彼が語り始めるのは

子供の頃に経験した日常的な出来事であるが、それは彼

の記憶の中で内面化されているo つまりそれらの出来事

は「日々の生活」 に属しながら、同時K r人聞の心の深
淵jと結び、ついてい石のであるo 幼年期について語り終

えた作者は第3巻に至って次のように言う。 r乙乙で、
……今まで自分の生涯をたどり直してきた私は、/一つ

の高みに登りついた、……/……私のテーマは/自分の

内面で起乙った乙とにあった。他人の自にもはっきり見

える/外面的な事物ではなく……/……私自身の心につ

いて、/そして私の若々しい精神について、私は語って

きたJ(168 -77)。またワーズワースが目指sしたのは

「哲学詩」であったが、回想という形をとったおかげ玄

幼い自に体験した具体的な出来事を、哲学的に解釈し直

す乙とが可能になった口乙の詩では、過去のエピソード

の詩的な叙述と、それに関する哲学的考察とがしばしば

並列されている。

以上述べた乙とに関連して、特iζ幼年期の思い出iとは

もう一つの利点があっTこ。幼年期は黄金時代と結び、つき

やすいという乙とである。時間的にしろ空間的iとしろ遠

いものに憧れを抱く乙と、遠いが故にそれを美化、理想

イむして考える傾向は、いつの時代にもあるだろうが特に

ロマン派において顕著に認められるといえるだろう。ハ

ズリットの『卓上談話』の中区日可故遠くのものは心楽

しませるかJ(2軍)と題するエッセイがあるが、そ乙で

ハズ、リットは、空間的距離に関して述べた後、 「時間的

距離も空間的距離と全く同じ効果をもっている」と言ハ

次のように続ける。

眼前にそびえる険しい未踏の山ばかりではなく、組

削りで不体裁な過去の経験の蓄積も、やがて目を惑わ
いただき とんじき

すような力を帯びてくるーーその頂には、じきに金色の

雲がかかり、その荒れはてた斜面は紫色した空想の光
(18) 

K包まれるのだ/

ハズリットは空間的距離と時間的距離とを同列iζ論じ

ているが、両者の聞には一つの大きな違いがあるo空間

的距離は縮める乙とができるが、時間的距離は広がって

いくばかりで決っして狭める乙とができないというとと

である。従ってレヴィンの言うように、 「近づくととの

不可能性が黄金時代の完全性を保証する」仰のならば、

黄金時代としての幼年期の思い出が損なわれるととはあ

りえない。しかも幼年期の思い出というものは、まだ見

ぬ遠くの固に混然と憧れるのとは異なり、かつてその時

期を経験した乙とがあるというノスタルジアの故に、い

っそう輝やいて見えるものである。 r子供の乙ろ.自にし
たものを覆っているあの夢のようなあざやかさと輝きに

ついては、誰しも過去をふり返ればきっと思いあたるだ

ろう、」とワーズワースは言っているoI抑『序曲』の中に、

幼い日の思い出が黄金時代として描かれている甑庁をひ

ろってみよう。

ああ、 5才の子供だった私は、幾度となく、/裸ん

坊になって、気持のいい小川で……/夏の一日を日暮

し水浴びをして過どしたものだった。/日の光を浴び

ては水iと飛び乙み、また日を浴び乙とを/夏の日の一

日中くり返した。……/また岩山も丘も、/森も、は

るかにそびえるスキドウの蜂も、/濃密な光を浴びて

乙がね色に輝く乙ろ、大空の下、/私はたった一人で、

立っていたo まるでインデ、ィアンの住む/草原に生ま

れついたかのように口

(1. 291 -302 ) 

夏が来ると、/ウィンダーミアの静かな湖面で、/

オールを競ってボートをこぐのが/私達の午後の遊び

だった。そんな時、選ばれる目標は、/ある時は、い

つまでもやむ乙となく鳥のさえずり続ける/歌に満ち

た島であり、/ある時は、乙んもりとした樫の木陰iζ、

鈴蘭が/畑のように一面に生えている、前の島の妹の

ような島であり、/またある時は、かつて一人の隠者

が住んでいた乙とを物語る、/古い石のテープ、jレと崩

れかけたほら穴の残る、/第三の小島であったりし7こ。

乙うしたレースにあっては、/それが終わった時で、も、

失望も気まずさも、/苦痛も妬みも、何一つあろうは

ずがなかった。/勝者も敗者も、皆同じように楽しく

/木陰で休むのだったo

5. 時のスポット

包1)
(ll. 55 -69) 

tf.がワーズワースの幼年期の回想がすべて、乙のよう
な楽園の風景で、ある訳で、はなかっTこ。厳冬の自然でさえ

優しかった『グラスミアiζ住まいてjとは異なり、 『序
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曲J1ζは、少年ワーズワースにとって恐ろしく、また不

可思議な体験がいくつか述べられているo それらの体験

はいず、れも、普通の大人の目から見れば極あたりまえな、

日常的な出来事として片付けられるものである。しかし

ながら、子供に特有の原始的で非合理な感性をもった少

年ワーズワースの自には、異常な事件として現われ、そ

れによって彼は日常性を超えた何かしら本来的な存在に

直面させられるのである。 ワーズワースは第11巻で、

人生には、とりわけその幼年期には「時のスポットJ(257) 

といわれる瞬間があるといい、その例として乙の種のエ
(22) 

ピソードを二つ挙げrている。 r時のスポット」の世界
は文字通りの意味での「楽園」であるとはいい難い。し

かしとれ乙そ単に甘美なだけの楽園をはるかに陵駕した、

真に内面と外界との相互作用Kよって生み出された世界

であると言えるだろう。

それぞれに印象的な「時のスポットJのエピソードの

内でも特に優れていると私が思うのは、ボートを乙ぐに

つれて視界の中に現われた巨大な岩山花超自然的な畏怖

を覚える「ボート盗みのエピソードJ(1. 372 -426 ) 

や、スケートをしていて急に立ち止まった乙とから起乙

るめまいに、自転する地球との一体感を感じる「氷滑り

のエピソードJ(1. 452 -89 )などである。 しかしと

乙では、ワーズワースの詩的世界創造のプロセスが端的

にあらわれている例として、彼の父の死にまつわるエピ

ソード(刃.344 -88)を簡単にとりあげてみたい。

それは1783年12月、少年ワーズワースにとって冬休み

が始まる前日の出来事であった。彼は二人の兄昂と共に、

自分達を学校から家まで送り届けてくれる馬を待ってい

た。なかなか来ない馬を待ちかねたワーズワースは、表

lζ飛び出し見晴らしのいい岩山の上に登る。

それは、/嵐のような、悪天候で荒れ模様の日だっ

た。草の上に/私は、むき出しの石垣になかば身を隠

すようにして坐っていた。/私の右手には一匹の羊が

いた。/また左手では、山査子がひゅうひゅうと捻っ

ていた。その場所で/かたわらに乙れらの仲間をおい

て、私は目を凝らし、/じっと見つめていた。霧が下

の方の森や平地の景色を/間欠的iζのぞかせてくれる

のを、見ようと努めて。

(355 -63) 

その休暇中、彼が父親の家iと滞在している聞に、彼の

父は世を去った。すると父の死とは何の関係もないはず

の、その岩山の上の荒涼としてはいたが全く日常的な光

景が、彼の記憶の中で非日常的なものへと変貌したので
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あるo

そしてその後、あの風やみぞれまじりの雨、/その

他自然の力のあらゆる営み、/あのー匹の羊、一本の
ねいろ

枯れ木、/またあの古い石垣が奏でたわびしい音色、

/森や川のさざめき、そして/あの二本の道路のそれ

ぞれの道筋に沿って、/くっきりとまぎれもない形で

進んできたあの霧、/それらすべての光景や音の響き

は、私にとっては、/ちょうど泉のように、しばしば

そ乙ぺ子つては、/その水を飲むように味わうものと

なったのだ。だから私は疑わない。/時を経た今に至

っても、真夜中に/嵐や雨が屋根iと打ちつける時、ま

た昼日なか、/森の中にいる時など、しらずしらずの

内花、/そとから私の魂の活動が生まれてくるのだと

いう乙とをの

(375 -88) 

「乙乙ではすべてが自然である。だがすべては黙示録
号，間)

的である、」とブラッドレーは己った。 乙こに描かれた
ナトゥーラサト争予沼

自然は、前とは異なり、有機的な自然、能産的自然であ

るといえるだろう。父の死が乙の変貌をもたらしたので

ある。父親の死、それは誰もが経験するととでありなが

ら、少年ワーズワースにとっては、ちょうどボートをと

いでいて突然姿を現わした岩山と同じく、不条理な一種

のカタストロフィーであり、超自然の日常世界への介入

であったに違いなL、それによって彼の想像力は活性化

され、その想像力が日常の風景を黙示録的なものへと変

えたのである。それ以来、乙の有機的自然は彼の記憶の

中iζ生き続け、一つの原風景を形成する。

ワーズワースによれば「時のスポットJIC::は、 「潰末

な雑事や/くり返される日常的交わりの、/気の滅入る

重圧Jから我々を救ってくれる「生気をよみがえらせる

力Jが備わっているという。そしてその力は「我々の内

に浸透し、心が高揚している時には/それをさらに高め

られるようにし、落ち込んでいる時にはそれをひきあげ

てくれる」のだという CX[.258 -67 )。彼にとって「時

のスポット」のヴィジョンは、失われた、革命に対する

楽園的ヴィジョンにとってかわるものであった。全く個

人的な経験でありながら、それは時の経過の内花、普遍

化され神話化される。 r時のスポット」とは記憶の中に
確保された永遠の世界なのであるo
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